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結三ニー緒

論

北
宋
の
財
政
と
和
雑

北
宋
の
和
親
封
策
|
寧
調
帽
の
禁
と
配
線

青
苗
法論

緒ー

論

王
安
石
の
青
苗
法
(
常
卒
新
法
)
が
、
利
貸
資
本
の
苛
酷
な
搾
取
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
農
民
に
低
い
利
息
で
資
金
を
融
通
し
、
そ
し
て
こ

れ
ら
農
民
達
を
利
貸
の
束
縛
か
ら
解
放
し
よ
う
と
す
る
政
策
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
お
る
虞
で
あ
り
且
つ
ま
た
疑
い
の
な
い
慮

で
も
あ
る
が
、
一
髄
何
が
契
機
と
な
っ
て
こ
う
し
た
政
府
自
身
の
手
に
よ
る
資
本
貸
付
が
始
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
嘗
初
よ
り
多
く
の
人
か

ら
弊
害
を
議
見
さ
れ
叉
非
難
を
受
け
な
が
ら
尚
そ
の
反
封
を
押
し
切
っ
て
ま
で
敢
え
て
貫
施
に
移
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
程
、
そ
れ
程
に
王
安

1 
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石
其
他
新
法
官
僚
を
せ
き
た
て
て
い
た
事
情
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

は
ま
ず
此
魔
に
論
貼
を
し
ぼ
っ
て
い
る
。

一
種
ど
ん
な
効
巣
が
こ
の
法
に
期
待
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
稿

料銭
円"は

閉妻
害認
孟萎
俵平
ふ電 r、
ふ璽
I同!

古賀
¥ーノ

従
L、

最
初
に
研
究
の
手
掛
り
を
探
る
意
味
で
照
寧
三
年
(
一

O
七
O
)
よ
り
官
-
施
さ
れ
た
河
北
路
の
育
苗
法
の
則
例
を
縦
親
し
て
お
く
ど
、
青
苗

夏
の
作
物
に
は
正
月
三
十
日
以
前
に
(
夏
料
〉
、

秋
の
作
物
に
封
し
て
は
五
月
三
十
日
以
前
に
(
秋

そ
の
返
済
は
牧
穫
後

(
H納
税
期
〉

に
時
慣
に
換
算
し
て

支
俵
銭
額
相
首
訟
の
穀
物
で
も
っ
て
行
う
こ
と
に
し
て

米
航
(
元
枯
六
年

・
一
O
九
一

・
三
月
二
十
三
日
奏
)
に
、

去
年
所
纏
常
卒
米
。
雌
粗
有
備
見
今
州
賂
出
買
米
債
不
甚
朔
踊
。
但
郷
村
遠
慮
飢
巌
之
民
不
能
赴
城
市

政
纏
。
官
吏
欲
差
虹
載
米
下
郷
散
牒
。
即
所
須
数
日
浩
織
。
恐
不
能
足
用
。

と
あ
り
、
曾
輩
ま
た
同
様
の
意
見
を
述
べ
、
更
に
南
宋
時
代
に
入

っ
て
、
「
宮
司
賑
瀕
止
及
近
郭
蹄
手
之

人
」

と
か

「
賑
済
只
及
城
郭
之
内
。
而
遠
村
不
器
質
恵
」
と
か
云
う
こ
と
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る

慮
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
城
郭
民
を
主
な
封
象
に
し
て
い
た
の
に
比
較
す
れ
ば
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。
第
二
に
は
、
こ
の
法
が
粂
弁
の
利
貸

を
抑
え
困
乏
を
救
う
と
云
う
こ
と
で
前
貸
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
宋
朝
の
利
貸
に
封
す
る
従
来
の
態
度
が
宋
史
弓
一
一
陳

戸

等

第
五
等
一戸

一

客

戸
一

第
四
等
一戸

一
支

俵
て
五
貫

三、

O
質

第
三
等
戸

ハ、

O
貫

第
二
等
戸

一O
、
O
貨

第
一
等
戸

一五、

O
貫

舜
合
停
に

額

そ
こ
で
こ
れ
を
見
て
先
ず
注
意
さ
れ
る
の
は
農
村
の
編
戸
が
封
象
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
何
で
も
な
い
事
の
よ
う
で
あ
る
が
、
奮
常
卒
法
が
、
例
え
ば
東
一
堅
実
議
鳩
一丹
乞
護
運
司
態
副
湖
西

い
る
。

祖
宗
著
令
v

以
才
物
相
出
翠
。
任
従
書
契
。
官
不
矯
理
。

と
あ
り
、
ま
た
宋
曾
要
輯
稿

・
食
貸
四

・
車内苗

・
照
寧
三
年
二
月
一
日
僚
の
斡
碕
の
奏
に
、

大
凡
粂
井
所
放
息
銭
。
雌
取
利
梢
重
緯
有
遁
絞
。
宮
中
不
許
受
理
。

と
あ
る
よ
う
に
首
事
者
同
志
の
鹿
置
に
任
か
せ
、
唯
複
利
貸
付
や
田
宅
牛
馬
に
依
る
準
折
償
還
を
禁
ず
る
に
止
ま
っ
て
い
た
の
に
比
べ
れ
ば
大
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と
の
貸
付
が
客
円
・
五
等
戸
の
下
屠
民
よ
り
第
一
等
戸
ま
で
、
即
ち
農
村
の
全
戸
等
を
謝
象
に
し
て
且
つ
戸
等

が
高
く
な
る
程
支
俵
額
を
大
き
く
し
、
更
に
は
、

き
な
進
歩
で
あ
る開

第

は

如
所
支
銭
外
。
可更
有
燦
数
。
其
第
三
等
以
上
人
戸
。
委
本
懸
度
量
物
力
。
於
今
来
所
定
銭
数
外
。
更
添
数
支
給
。
若
更
有
贈
銭
。
如
坊
郭
人

戸
貰
有
自
己
物
業
可
充
抵
嘗
願
借
請
官
銭
者
。
(
酔
)
依
郷
村
青
苗
銭
例
支
借
。
不
得
過
抵
首
物
業
所
直
慣
銭
之
半
。

と
あ
る
よ
う
に
、
青
苗
銭
に
徐
り
が
あ
れ
ば
、
三
等
以
上
の
戸
に
特
に
規
定
額
以
上
に
支
俵
す
る
。
そ
れ
で
も
徐
り
が
あ
れ
ば
坊
郭
の
不
動
産

所
有
者
に
支
俵
す
る
と
云
う
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
規
定
か
ら
見
れ
ば
恰
も
上
位
三
等
戸
に
重
貼
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

ー

と
さ
え
疑
わ
れ
る
乙
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
青
苗
法
施
行
の
嘗
初
直
ち
に
問
題
と
さ
れ
た
庭
で
、
判
大
名
府
韓
請
が
、

郷
村
上
三
等
弁
坊
郭
有
物
業
人
戸
。
乃
従
来
粂
弁
之
家
也
。
今
皆
多
得
借
銭
。
毎
借
一
貫
令
納
一
貫
三
百
文
。
則
是
官
放
息
銭
也
。
輿
元
教

抑
粂
併
構
図
乏
之
意
紹
相
違
戻
。

と
批
判
し
、
こ
れ
に
謝
し
て
三
司
制
置
傑
例
司
が
、

今
按
。
郷
村
上
三
等
及
城
郭
有
一
物
業
戸
内
。
亦
有
闘
乏
之
人
。
就
人
取
債
。
宣
皆
是
粂
弁
之
家
。

と
反
論
し
て
い
る
が
、
と
の
論
字
に
は
尚
稗
然
と
し
な
い
も
の
が
蔑
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
四
は
醤
常
卒
法
が
景
徳
三
年
(
一

O
O六〉

正
月
諸
路
に
常
一
中
倉
を
設
置
し
た
時
の
措
置
に
「
惟
沿
清掃
州
郡
則
不
置
」
と
さ
れ
(
鯨
芳
一
食
)
、
ま
た
元
結
元
年
(
一

O
八
六
)
八
月
丁
亥
に
係

る
司
馬
光
の
奏
論
中
に
(
五
一
紘
一
)
、

其
河
北
州
牒
有
纏
便
司
斜
斗
見
多

・
沿
逢
州
鯨
轄
運
司
見
耀
軍
糧
慮
。
更
不
擢
常
卒
倉
餅
斗
。

と
あ
る
よ
う
に
、
沿
遜
に
常
卒
倉
を
置
く
の
を
避
け
よ
う
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
の
に
封
し
て
(
勿
論
こ
れ
は
軍
糧
卒
擢
H
穀
物
の
出
廻

り
期
穀
債
低
賎
の
時
に
軍
糧
を
調
達
す
る
の
を
妨
げ
ぬ
た
め
で
あ
ろ
う
〉
、
常
卒
新
法
が
河
北

・
京
東
・准
南
の
軍
糧
貿
付
地
に
先
ザ
質
施
さ
れ

(
諮
一
埼
玉
、
且
つ
ま
た
王
安
石
自
身
が
、

- 3 → 

3 

常
卒
新
法
。
本
所
以
権
透
耀
待
緩
急
也
。
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と
述
べ
て
い
る
魔
か
か
う
が
か
え
る
よ
う
に
、
軍
糧
の
買
付
け
に
封
し
て
一
段
と
積
極
的
な
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
青
苗
法
が
軍

糧
買
付
に
密
接
な
閥
係
を
持
っ
て

い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
ζ

で
、
以
上
に
指
摘
し
た
三
鮎
を
考
慮
し
な
が
ら
宋
朝
の
和
纏
運
営

よ
り
考
察
を
始
め
る
乙
と
と
す
る
。

北
宋
の
財
政
と
和
纏

北
宋
の
岡
家
財
政
の
運
営
に
特
徴
的
な
こ
と
の
一
つ
は
、
そ
の
財
政
需
要
物
資
の
大
部
分
を
民
聞
か
ら
の
買
い
上
げ
に
依
っ
て
充
足
し
、
人

民
か
ら
現
物
の
形
で
直
接
に
取
り
立
て
る
租
税
蚊
入
に
は
差
程
の
重
貼
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
北
宋
も
末
期
宣
和
年
間
の
事

態
を
侍
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
周
行
己
の
浮
い位
集
唯
上
皇
帝
書
の
一
節
に
は
、

而
物
出
子
民
。
銭
出
子
民
。
天
下
租
税
常
十
之
四
。
而
耀
常
十
之
六
。
輿
夫
供
奉
之
物
器
用
之
具
。
凡
所
欲
得
者
。
必
以
銭
貿
易
而
後
可
。

使
其
出
子
民
者
常
重
。
出
子
宮
者
常
軽
。
則
園
用
其
能
不
屈
乎
。

- 4ー

と
あ
り
、
民
間
よ
り
買
い
上
げ
る
物
資
が
財
政
需
要
の
六
割
を
充
た
し
て
お
り
、
従

っ
て
こ
の
買
い
上
げ
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
財
政
の
要
締

で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

ζ

う
し
た
民
聞
か
ら
の
買
い
上
げ
物
資
の
中
で
最
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
の
は
、
矢
張
り
、
軍
隊
を
養
う
の
に
必
要
な
食
糧

・
衣
料

で
あ
っ
た
ろ
う
。
績
資
治
通
鑑
長
編

J
d
景
枯
元
年
(
一

O
三
四
〉
五
月
丙
貿
僚
の
三
司
陳
琳
の
奏
論
に
依
れ
ば
、

昔
養
寓
兵
者
今
三
高
失
。
河
北
歳
費
調
糧
千
二
十
高
。
其
賦
入
支
十
之
三
。
快
西
歳
費
千
五
百
首
向
。
其
賦
入
支
十
之
五
。
自
絵
悉
仰
給
京
師
9

と
あ
り
、
河
北
峡
西
南
路
の
策
糧
の
中
、
現
地
の
租
税
で
賄
わ
れ
る
の
は
そ
れ
ふ
¥
三
割

・
五
割
程
度
で
他
は
皆
纏
買
に
依

っ
て
い
た
と
述
ベ

て
い
る
。
ま
た
京
師
開
封
府
へ
年
々
運
び
込
ま
れ
る
東
南
の
潜
運
米
六
百
蔦
石
は
、
租
税
牧
入
の
外
に
、
大
量
に
和
耀
を
行
っ
て
調
達
さ
れ
、

そ
の
額
は
明
道
二
年
(
一

O
一
三
二
)
七
月
甲
申
の
江
准
安
撫
使
沼
仲
掩
の
報
告
で
土
(長
編

二
、

b
二
-
一」

以
東
南
数
路
計
之
。

江
准
諸
路
。
歳
以
韻
糧
。
於
租
税
之
外
復
叉
入
雑
。

雨
漸
一
路
七
十
高
石
。

不
下
三
二
百
高
石
。

故
雄
豊
年
穀
慣
掠



音
。
云
々
。

と
あ
り
、
毎
年
三
二
百
高
石
を
下
ら
な
か

っ
た
と
停
え
て
い
る
。

そ
と
で
、
乙
の
大
量
の
穀
物
買
付
け
が
遁
切
に
行
え
る
か
ど
う
か
と
云
う
こ
と
は
北
宋
財
政
の
基
本
。的
な
問
題
で
あ
り
、
震
政
者
に
と
っ
て

頗
る
重
大
な
関
心
事
と
な

っ
て
い
た
筈
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
穀
物
買
付
け
は
終
始
商
人
の
妨
害
行
篤
H
買
い
占
め
と
物
債
吊
上
げ
に
悩
ま

さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
を
排
除
し
よ
う
と
努
力
念
重
ね
つ
つ
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
宋
曾
要
輯
楠
・食
貨
三
九
・

市
擢
線
草
・
天
聖
三
年
(
一

O
二
五
〉
十
月
五
日
僚
に
、

纏
三
司
使
公
事
活
発
言。

ー和
緩
和
買
粧
草
有
未
便
事
。
謹
傑
言
之
。

一
。
天
下
和
耀
和
買
夏
秋
根
草
。
雄
逐
鹿
開
場
。
多
被
経
販
行
人
。
小

佑
慣
例
。
外
面
添
銭
牧
買
。
候
過
時
。，
乗
宮
中
急
市
。
卸
添
債
。
却
終
調
稚
買
者
中
買
。
粂
多
方
#
和
均
滅
。
‘
致
根
草
怯
弱
。
叉
柾
費
官
鐘
不

少。

- 5ー

と
あ
り
和
耀
の
幣
害
を
論
じ
て
い
る
。
本
文
の
意
味
は
常
卒
倉
の
鰹
擢
を
論
じ
た
元
一
服
元
年
(
一

O
入
六
)
八
月
丁
亥
に
繋
る
司
馬
光
の
劉
子

を
参
照
す
れ
ば
一
曾
明
瞭
で
あ
る
が
、
政
府
が
和
纏
を
行
う
と
、
初
め
経
版
行
人
が
こ
と
さ
ら
に
低
く
市
債
を
見
積
り
政
府
が
そ
れ
に
譲
っ
て

官
債
を
定
め
る
の
で
、
な
か
な
か
買
付
け
が
進
ま
な
い
。
そ
の
問
、
行
人
は
外
で
官
債
を
少
し
水
増
し
し
て
買
い
占
め
、
愈
々
買
付
時
期
が
過

ぎ
て
政
府
側
が
あ
わ
て
出
し
た
頃
、
需
ね
て
買
い
占
め
て

い
た
穀
物
を
高
い
値
段
で
貰
り
込
ん
で
来
る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
組
悪
品
在
混
ぜ
合

せ
る
な
ど
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る。

と
う
し
た
弊
害
が
全
園
共
通
に
み
ら
れ
る
、
と
云
う
に
あ
る
。
右
に
績
い
て
箔
薙
は
、

乞
。
自
今
和
耀
和
買
。
須
及
時
早
開
場
。
委
知
州
軍
開
通
判
。
奥
監
官
賞
面
。
勤
行
人
。
依
在
市
見
貰
慣
例
佑
定
銭
数
。
日
復
趣
時
耀
買
。

不
一
得
容
信
作
弊
。
直
至
過
時
。
大
佑
債
銭
。
得
怯
弱
粧
車
。
在
費
官
銭
。
更
委
輔
運
司
専
切
提
翠
。
選
者
勘
罪
以
問
。，
(
併
)
従
之
。

と
述
べ
、
今
後
は
早
め
'に
買
付
の
準
備
を
済
ま
せ
、
買
付
債
格
は
知
州
・
同
判

・
通
判
及
び
和
耀
場
の
監
官
と
が
一
絡
に
曾
合
し
、
行
人
に
市

場
の
貫
際
債
格
を
報
告
さ
せ
て
、
そ
れ
に
操

っ
て
巌
正
に
決
定
し
、
穀
物
が
出
廻
っ
た
時
遅
れ
ず
に
買
付
け
を
始
め
、
行
人
の
報
告
を
う
の
み

に
信
用
し
た
り
若
し
く
は
行
人
と
共
謀
し
て
貫
肢
に
合
わ
な
い
官
債
を
立
て
先
述
し
た
よ
う
私
弊
害
を
招
く
と
と
の
な
い
よ
う
に
す
る
よ
う
提

5 
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唱
し
て
裁
揮
を
得
て
い
る
が
、
此
慮
に
和
雄
の
問
題
黙
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

第
一
は
、
政
府
の
買
付
が
往
々
時
期
に
遅
れ
勝
ち
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
政
府
の
買
付
債
格
決
定
に
嘗
っ
て
行
人
の
謀
略
が
行
わ
れ
、
{
呂

慣
が
低
く
決
め
ら
れ
る
結
果
、
買
付
の
不
振
と
商
人
の
買
占
め
を
招
い
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
、
商
人
の
買
占
め
慣
格
吊
上
げ
に
依

っ
て
政
府

の
財
物
の
在
費
が
甚
し
か
っ
た
こ
と
、
叉
買
占
商
人
は
政
府
が
定
債
を
定
め
る
時
こ
と
さ
ら
に
低
い
偶
り
の
市
債
を
報
告
し
て
い
る
商
人
と
同

の
三
貼
、
要
す
る
に
政
府
の
需
要
を
見
越
し
た
商
人
の
買
占
め
が
ガ
ン
に
な
っ
て
い
た
こ
と

一
人
乃
至
こ
れ
と
結
托
し
た
商
人
で
あ
る
こ
と
、

が
知
ら
れ
る

北
宋
の
和
擢
封
策

そ
こ
で
、

ζ

う
し
た
商
人
の
活
動
に
謝
し
て
政
府
が
ど
ん
な
手
を
打
っ
た
か
と
云
う
貼
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
先
づ
三
司
使
沼
薙
が
云
う
よ

- 6 -

う
な
、
市
債
の
貫
際
に
従
っ
て
時
期
を
失
せ
ず
買
い
付
け
る
と
云
う
原
則
の
賀
行
で
あ
る
が
、
乙
れ
は
政
府
の
方
に
限
ら
れ
た
財
源
で
必
要
な

一
定
量
の
穀
物
を
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
う
制
約
が
あ
り
、
ま
た
纏
買
現
地
の
州
郡
か
ら
屡
之
賃
金
の
不
足
を
訴
え
て
い
る
事
貫
の
あ
る
慮

か
ら
み
て
、
な
か
な
か
ん
寸
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
例
を
翠
げ
る
と
、
宋
曾
要
輯
稿

・
三
九

・
食
貨

・
市
纏
糧
草

・
大
中

鮮
符
五
年
(
一

O
二
一
)
五
月
僚
に

出
内
蔵
庫
銭
百
官
賞
。
付
三
司
敏
鰹
箪
一
根
以
貫
遼
郡
。
(
桝
)
諸
州
積
錨
数
少
。
故
出
禁
銭
以
佐
用
度
。

と
あ
り
、
諸
州
縫
寅
費
の
不
足
を
補
う
た
め
特
に
内
蔵
庫
の
銭
を
支
出
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
盟
稔
の
際
内
臓
庫
よ
り
特
別
に
擢
寅
費
を

支
出
す
る
こ
と
は
屡
々
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
支
出
が
時
期
遅
れ
に
な
っ
た
り
ま
た
こ
の
援
助
の
得
ら
れ
な
か
っ
た
州
郡
で
、
買
付
け
に
園

滑
さ
を
敏
く
こ
と
も
間
々
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
降
っ
て
同

・
天
稽
四
年
(
一

O
二
O
)
十
二
月
傑
で
は
、

詔
。
如
聞
河
北
州
軍
服
民
銭
市
根
餅
。
慮
成
掻
擾
。
止
之
。
如
巴
偲
得
銭
。
即
時
給
還
。
云
々
。

と
あ
っ
て
、
民
(
恐
ら
く
都
市
在
住
の
商
人
で
あ
ろ
う
〉
の
銭
を
借
り
て
軍
糧
を
買
っ
た
こ
と
を
停
え
、
ま
た
降
っ
て
同

・
天
聖
六
年
(
一
O



二
八
)
十
月
僚
に
は

河
北
轄
運
司
楊
幡
・
王
沿
言。

(
桝
)
窃
観
。
近
歳
近
裏
州
軍
秋
田
比
常
年
豊
熟
。
本
司
雄
己
依
常
一
中
例
下
逐
州
軍
置
場
牧
一
掴
。
縁
闘
見
銭
。

近
蒙
自
京
支
援
見
銭
三
十
首
向
。
興
本
司
耀
買
根
草
。
約
只
得
五
十
高
石
。
己
来
深
慮
。
過
時
矯
豪
民
粂
弁
之
家
趣
賎
牧
摺
定
中
無
可
計
置
。

一宮々
。

と
あ
り
、
擢
買
費
の
不
足
か
ら
豪
民
の
買
い
占
め
を
許
し
て

い
る
事
態
を
侍
え
、
ま
た
食
貨
一
四
和
耀
に
は
、

仁
宗
朝
。
以
左
臓
三
十
蔦
躍
河
北
和
耀
之
用
。
時
韓
璃
論
。
和
纏
債
不
高
於
市
纏
。
何
人
肯
蝿
奥
官
。

と
あ
り
、
財
源
不
足
か
ら
官
慣
は
市
慣
に
比
べ
て
割
安
と
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
矯
め
穀
物
の
調
達
が
旨
く
ゆ
か
な
か
っ

た
と
と
を
停
え
て

い
る
。
更
に
箔
文
正
公
集
・
沼
文
正
公
年
譜
補
選
に
は
、

明
道
二
年
(
一

O
一
三
ニ
〉
九
月
。
瞳
量
准
南
軍
除
擢
人
民
二
姿
。

弁
除
買
亭
民
盤
貨
。
未
有
見
銭
支
給
。
弁
向
春
逐
鹿
棋
乏
軍
儲
。
亦
無
銭

和
躍
。
云
々
。
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か

け

が

い

、

、

各

一

と
あ
り
、
財
源
不
足
が
迭
に
民
間
物
資
の
紛
買
を
生
じ
て
し
る
こ
と
を
停
え
績
資
治
通
鑑
長
編
六
O
慶
暦
七
年
(
一

O
四
七
)
四
月
庚
成
傑

に
も
、〈
京
東
時
運
使
包
)
巷
一
=
口
。
臣
前
年
夏
中
。
園
生
活
北
使
因
。
見
河
北
寝
室
無
償
賎
。
乞
支
借
見
銭
及
時
収
耀
(
附
)
縁
河
北
銭
幣
有
限
。
寛
不

朝
廷
差
仲
簡
・
宋
選
・
陳
築
古
往
三
路
便
纏
.
臣
亦
曾
上
言
。

臣
去
秋
赴
任
京
東
日
。

縄
見
。

以
逐
慮
少
得
見

能
慶
有
積
索
以
備
将
来
。

銭
。
恐
難
集
事
。
云
々
。

と
あ
り
、
同
様
に
財
源
の
不
足
を
停
え
て
い
る
。

ζ

の
様
に
限
り
の
あ
る
(
或
は
不
足
勝
ち
な
)
財
源
で
商
人
の
買
占
め
に
封
抗
し
な
が
ら
和

躍
を
行
う
と
す
れ
ば
、
勢
い
別
途
に
強
硬
手
段
を
執
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
の
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ

の
強
硬
手
段
に
執
ら
れ
た
も
の

が
商
人
に
封
す
る
宇
纏
の
禁
止
と
農
民
に
謝
す
る
配
纏
・
括
纏
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
・

7 

い)

母噌

擢

の

禁
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先
ず
商
人
に
封
す
る
字
纏
の
禁
止
か
ら
み
て
ゆ
く
と
、
こ
れ
は
曾
要

・
食
貨
・
市
線
組
草

・
大
中
鮮
符
六
年
(
一

O
二
ニ
〉
五
月
僚
に
、

大
理
寺
丞
劉
有
政
言
。
今
後
和
纏
州
軍
。
許
令
小
民
枚
程
口
食
外
。
並
依
三
司
起
請
。
即
不
得
有
妨
官
申
枚
耀
。
其
償
。
夏
以
五
月
。
秋
以

九
月
。
悉
用
中
旬
債
量
増
之
。
以
矯
定
額
。
詔
付
三
司
定
一等
以
問
。

と
あ
り
、
ま
た
李
親
の
直
講
李
先
生
文
集
崎
一
一
寄
上
孫
安
一
撫
幸
一
回
(
皇
耐
四
年

・
一
O
五
二

・
一
月
作
)
の
一
節
に
、

於
境
内
叉
有
整

局。
止
民
耀
以
待
官
縫
是
也
。
且
賀
人
在
市
。
農
人
在
野
。
耀
之
則
米
豪
州
蘇
。
不
躍
則
穀
留
郷
村
。
(桝
)
若
田
宮
耀
数
足

然
後
放
民
雑
。
倹
河
之
清
耳
。
云
々
。

と
あ
り
、
ま
た
績
資
治
通
鑑
長
編
谷
一

景
祐
元
年
(
一

O
三
四
〉
七
月
壬
子
僚
の
常
卒
倉
を
論
じ
た
社
街
の
奏
議
に
、

一
五

今
一
家
姓
蓄
買
乗
時
賎
牧
(
酔
)
須
其
期
間
以
牟
一
厚
利
。
而
農
民
貴
怒
。
(蜘
)
調
宜
(
酔
)
公
纏
未
充
則
禁
手
謬
以
規
利
者
。
云
々
。

と
あ
り
、
ま
た
同
蓄
倉
四
元
町
寸
元
年
(
一

O
九
工
)
六
月
壬
辰
療
の
浬
原
路
経
略
安
撫
使
章
梁
の
奏
に
、

九
九

J

(

膳
沿
透
諸
州
軍
廊
鎮
城
塞
量
子
擢
買
去
慮
。
預
掲
勝
諭
人
戸
。
不
得
輿
宮
中
字
耀
増
長
物
債
。
如
将
来
宮
中
枚
纏
不
行
、
歳
計
闘
乏
。
卸
委

所
属
定
根
括
停
場
之
家
積
苔
倒
斗
。
云
々
。

と
あ
る
庭
か
ら
明
ら
か
に
窺
え
る
よ
う
に
、
政
府
が
和
纏
を
行
う
慮
で
一
定
期
間
民
間
の
穀
物
取
引
き
を
禁
止
し
、
と
れ
に
撮
っ
て
政
府
は
穀

債
の
値
上
り
を
抑
え
て
遁
首
な
債
格
で
議
定
量
の
穀
物
の
買
付
け
を
果
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
禁
令
の
封
象
に
な
っ
た
も
の
が
大
き

な
資
本
を
持
つ
都
市
の
商
人
で
あ
る
こ
と
は
言
-つ
ま
で
も
な
い
。
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(ロ)

配

理

農
民

へ
の
配
雑
H
穀
物
の
強
制
的
興
付
け
は

以
下
に
示
す
諸
例
か
ら
分
る
よ
う
に由民
く
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
。
先
ず
宋
曾
要

・
食
貨
三

、

九

・
市
鶴
糧
草

・
大
中
群
符
五
年
(
一

O
一
二
〉
十
月
篠
で
、

詔
西
京。

市
籍
軍
娘
。
鞠
運
使
止
笛
勘
誘
無
得
迫
促
。
時
轄
運
使
於
西
京
市
穂
、
篠
約
過
首
。
民
不
如
約
則
杖
之
。
故
特
禁
止
。

と
あ
り
、
績
資
治
通
鑑
長
編
」
也
八
大
中
群
符
六
年
(
一

O
二
一
一
)
十
月
丁
哀
詔
に
、



如
聞
諸
路
和
纏
不
均
。
民
戸
頗
有
煩
擾
。
可
令
河
北
・
映
西
・
京
東
西
轄
運
司
各
調
其
卒
。
中
等
戸
己
下
克
之
。

と
あ
り
、
ま
た
同
書
山
之
天
聖
九
年
(
一

O
三
二
〉
九
月
己
巳
傑
に
、

詔
。
出
内
臓
庫
絹
六
十
古
向
。
下
河
北
折
耀
軍
儲
。
自
三
等
而
上
戸
。
計
其
税
。
一
石
者
耀
五
斗
。

と
あ
り
、
晃
補
之
の
難
肋
集
せ
ハ
殿
中
侍
御
史
越
君
墓
誌
銘
(
韓
一
冊

・
天
聖
五
年
一
進
士
慶
暦
五
年
引
き
に
、

河
北
配
雑
民
粟
至
二
百
高
石
。
民
蓄
穀
護
籍
加
督
責
。
戸
不
柳
生
。
云
々

と
あ
り
、
胡
宿
の
文
恭
集
地
一
ニ
宋
故
宜
徽
北
院
使
(
伽
)
鄭
公
墓
誌
銘
(
誇
載

皇

融
五
年
卒
〉
げ

(
知
永
輿
軍
粂
管
勾
快
西
輔
運
使
計
度
糧
草
公
事
鄭
載
)
叉
葵
罷
括
耀
之
法
。
誘
迭
人
蓄
粟
以
卒
穀
債
。

と
あ
り
、
包
誌
の
孝
粛
包
公
奏
議
出
也
寛
他

・
請
差
災
傷
路
分
安
撫
に
、

七

(
江
准

・
雨
祈

・
荊
湖
南
北
路
)
粂
叉
宮
中
配
耀
民
間
之
蓄
。
議
輸
入
官
。
富
雄
既
多
c

云
々
。

し
か
し
こ
れ
等
の
封
策
は
共
に
首
を
得
た
も
の
と
は
云
え
ず
叉
充
分
な
成
果
を
毎
¥
げ
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
農
民
に
封
す
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と
あ
る
な
ど
数
多
く
散
見
し
て
い
る

る
配
曜
は
そ
れ
自
瞳
い
ろ
い
ろ
な
弊
害
を
伴
い
易
く
農
民
の
生
活
を
脅
す
こ
と
に
な
り
、
政
府
と
し
て
も
成
る
べ
く
こ
れ
を
避
け
る
態
度
を
と

っ
て
お
り

w
殊
に
配
擢
が
安
い
値
段
で
強
行
さ
れ
る
と
、
例
え
ば
温
園
文
正
司
馬
公
文
集
4
一
二
蓄
積
劉
子
に
、

所
給
宮
銭
既
少
。
百
姓
不
肯
自
来
中
躍
。
則
遺
人
編
欄
捜
括
。
無
以
異
於
冠
盗
之
紗
劫
。
是
使
有
穀
之
家
愈
更
閉
匿
不
散
入
市
。
穀
債
盆
高

人
不
脚
生
。

と
あ
る
よ
う
に
、
却

っ
て
穀
物
が
市
場
か
ら
姿
を
消
し
物
債
の
騰
貴
を
招
い
て
消
費
者
の
生
活
を
動
揺
さ
せ
る
結
果
を
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ

る
し
、
宇
緩
の
禁
止
も
、
先
掲
直
諮
李
先
生
文
集

・
寄
上
孫
安
撫
書
の
績
き
に

若
日
官
耀
数
足
然
後
放
民
雑
。
倹
河
之
清
耳
。
官
耀
債
一
定
。
民
擢
債
漸
高
。

9 

と
云

っ
て
、
官
耀
の
完
了
す
る
の
を
待
つ
の
は
河
清
を
倹
つ
に
等
し
い
と
稽
し
て
い
る
一
節
が
あ
り
、
甚
だ
効
果
の
薄
い
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
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を
物
語
っ
て
い
る
。
宋
曾
要

・
食
貨
三
九

・
市
耀
根
草

・
景
徳
三
年
(
一
O
O六
〉
九
月
篠
に
依
る
と
、

西
京
鞠
運
使
鄭
文
貧
等
言
。
請
。

於
部
内
州
軍
。
等
第
分
配
坊
郭
之
民
縫
買
匁
粟
。
以
充
儲
蓄
。

と
あ
り
、
坊
郭
民
に
戸
等
に
臨
応
じ
て
軍
棋
の
買
付
け
を
割
嘗
て
よ
う
と
云
う
建
策
が
な
さ
れ
て
い
る
が

政
府
側
の
財
源
の
制
約
と
商
人
の
買
占
め
の
盛
行
左
云
う
障
碍
に
直
面
し
て
、
何
と
か
こ
れ
を
切
り
抜
け
軍
糧
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
腐
心
の

現
わ
れ
と
解
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

(
帝
円
以
其
擾
民
不
許
可

こ
の
考
え
も

と
こ
ろ
で
字
耀
の
禁
止
は
ど
う
し
て
効
果
宏
持
ち
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
朝
の
見
解
で
は

「
官
纏
債
一
定
。
民
硝
椴
債
漸
高
」
と
云

っ
て
い

て
、
相
鑓
ら
ず
政
府
の
需
要
を
見
越
し
た
商
人
が
、
官
慣
よ
り
も
有
利
な
買
付
債
格
を
示
し
て
農
民
を
誘
惑
す
る
の
を
原
因
に
翠
げ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
し
か
し
も

っ
と
根
本
的
な
原
因
は
首
時
の
経
済
界
に
利
貸
が
盛
行
し
て

い
た
こ
と
に
在
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一

鰻
に
農
民
が
牧
種
直
後
一
揖
に
穀
物
を
買
り
出
し
、

こ
の
結
果
穀
債
の
甚
し
い
低
落
を
招
く
の
は
、
直
諦
李
先
生
文
集
地
一
窟
闇
策
第
六
(
資

夫
農
努
於
作
劇
於
病
也
。
愛
其
穀
甚
於
生
也
。
不
得
己
而
線
者
。
則
有
由
鷲
。
小
則
具
服
器
。
大
則
管
昏
喪
。
公
有
賦
役
之
令
。
私
有
稽
貸

之
責
。
故
一
穀
始
熟
。
腰
鎌
未
解
而
日
輪
於
市
鷲
。
鰹
者
既
多
。
其
債
不
得
不
賎
。
賎
則
買
人
乗
勢
而
間
之
。
軽
其
幣
而
大
其
量
。
不
然
則

A
U
 

噌

E目白

元
二
年

・一

O
三
九
作
)
の
見
解
に
依
れ
ば

不
信
失
。

と
あ
り
、
農
民
達
が
牧
穫
期
に
服
器

・
冠
婚
喪
祭
其
他
の
こ
と
で
か
ね
が
ね
借
り
て

い
た
負
債
の
返
還
を
迫
ま
ら
れ
る
の
を
原
因
に
穆
げ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
は
南
宋
の
人
街
浬
(枠
制
許

一)
も
同
意
見
で
、
後
楽
集
問

一
上
沈
運
使
作
風
書
の
中
で、

卒
摺
本
良
法
。
但
先
後
失
時
反
矯
弊
法
。
要
是
八
九
月
之
交
農
人
有
米
質
債
方
急
。
富
室
勉
以
低
債
之
時
。
有
司
出
此
則
可
以
持
卒
。
公
私

倶
利
。
十
月
以
後
場
闘
一
空
。
小
民
所
有
悉
折
而
蹄
大
家
。

と
述
べ
て
い
る
。
陸
九
淵
の
陸
象
山
全
集
崎
奥
陳
数
授
書
の
一
節
に
、

今
農
民
皆
貧
。
首
枚
穫
時
多
不
復
能
離
。
亙
復
曜
易
。
以
給
他
用
。
以
解
遁
責
。



乙
う
し
た
農
民
に
封
す
る
貸
付
は
、
勿
論
い
ろ
ん
勺な
職
業
階
居
の
人
々
で
、
財
力
の
あ
る
者
が
行
っ
て
い
だ
ろ

う
が
、
矢
張
り
都
市
在
住
の
商
人
の
行
う
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
先
掲
直
講
李
先
生
文
集
に
は
、
績
い
て
穀
物
を
貰

り
掛

っ
た
後
の
農
民
に
鯛
れ
、

農
人
倉
廉
既
不
盈
。
賓
客
既
不
賞
。
多
或
数
月
。
少
或
句
時
。
而
用
度
喝
突
。
土
終
生
而
或
無
種
也
a

来
持
執
而
或
無
食
也
。
於
是
乎
。
日

取
於
市
鷲
。
擢
者
既
多
。
，
其
債
不
得
不
貴
。
貴
則
買
入
乗
勢
而
閉
之
。
重
其
幣
而
小
其
量
。
不
然
則
不
予
失
。

と
述
べ
、
僅
か
の
蓄
え
を
使
い
果
し
て
困
窮
し
た
農
民
達
が
ま
た
市
に
於
い
て
商
人
か
ら
高
債
な
種
子
・
食
糧
を
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
現
金
を
持
た
ぬ
農
民
連
は
嘗
然
に
ま
た
次
の
牧
穫
を
嘗
て
て
貸
付
を
受
け
た
と
と
で
あ
ろ
う

か
げ
う
り

し
、
更
に
商
人
に
は
商
人
濁
自
の
貸
付
即
ち
物
品
の
除
賓
が
あ
る
。

嘗
時
商
業
慣
行
と
し
て
除
H
掛
貰
り
掛
買
い
が
普
及
し
て
い
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
慮
で
あ
り
、
例
え
ば
蘇
紙
の
東
一
控
室
識
寸
一
論

積
棋
六
事
弁
乞
検
曾
臆
詔
四
事
一
慮
行
下
献
の
一
節
に
、

商
買
販
費
例
無
見
銭
。
若
用
現
銭
則
無
利
息
。
須
今
年
索
去
年
所
費
。
明
年
索
今
年
所
除
。
然
後
計
算
得
行
。
彼
此
遁
酒
。

と
概
述
し
て
い
る
戸
商
人
と
農
民
と
の
貰
買
も
矢
張
り
験
賓
が
行
わ
れ
て
い
た
。
晃
説
之
の
嵩
山
文
集
唯
一
奈
川
三
年
(
一
一

O
O
)
耀
詔
封

と
あ
る
の
も
同
意
見
で
あ
る
。

-11ー

事
に
青
苗
法
の
三
弊
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の

一
つ
「
商
旗
不
可
行
」
に

商
披
輿
農
貿
易
。
不
労
質
剤
。
皆
指
秋
成
以
矯
期
。
今
秋
成
之
時
。

一
人
(
繭
)
在
問
。

一
人
(
鳩
)
在
野
。
征
常
卒
一
銭
不
足
。
何
暇
商
旗
之
値

乎
。
云
々
。

と
あ
り
、
商
人
・
農
夫
聞
の
取
引
き
が
大
率
収
穫
期
に
決
済
す
る
除
買
で
あ

っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
農
民
が
商
人
か
ら
買
い
求
め
た
物
資

に
ど
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
か
。
勿
論
種
々
あ

っ
た
ろ
う
が
、
今
記
録
の
上
に
散
見
す
る
も
の
を
示
す
と
、
先
ず
唐
代
の
も
の
で
、
国
警
摘
す

11 

論
饗
瞳
法
事
宜
扶
・
張
卒
叔
所
奏
撞
法
事
件
に

門
今
)

臣
令
通
計
。
所
在
百
姓
貧
多
富
少
。
除
城
郭
外
。
有
見
銭
擢
聾
者
。
十
無
二
三
。
多
用
雑
物
及
米
穀
博
易
。
盟
商
利
踊
於
己
。
無
物
不
取
。
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或
従
験
貸
升
斗
。
約
以
時
熟
填
還
。
用
此
取
済
。
雨
得
利
便
。

と
あ
り
、
瞳
商
の
農
民
相
手
の
販
賓
が
枚
穫
期
に
雑
物

・
米
穀
で
支
排
い
を
受
け
る
掛
買
り
で
あ

っ
た
こ
と
を
侍
え
、
次
に
衛
宋
の
も
の
で
、

楼
峨
(隆
興
元
)
の
攻
塊
集
省
一
知
復
州
張
公
墓
誌
銘
に
は

f

年
進
士
」

O
四

慶
元
四
年
(
二
九
八
)
赴
郡
(畑
)。
古
蹴
覚
陵
。
駿
置
腕
定
。
芳
枕
裏
一
向
。
地
卑
水
陸
、
間
三
四
歳
僅
一

熟
。
富
商
歳
首
以
壁
名
貸
民
。

秋
取
民
米
。
大
編
樹
載
而
去
。
公
至
首
訪
民
漠
。
嘆
目
。
種
未
入
土
民
己
無
所
告
耀
。

云

。々

と
あ
り
、
富
商
が
放
の
初
め
に
茶
瞳
を
農
民
に
除
賀
し
て
お
い

て
、
出
来
秋
に
大
量
の
穀
物
を
持
ち
去
る
の
で
、
住
民
が
食
糧
に
苦
し
ん
で
い

た
こ
と
を
侍
え
て
い
る
。
特
に
除
買
と
は
記
し
て
な
い
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
も
勿
論
除
賓
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

郎
ち
程
致
道
の
北
山
小
築
時
一
ニ
乞
克
秀
州
和
貿
絹
奏
吠
の
一
節
に
引
か
れ
る
皇
描
五
年
(
一
O
五
一一一)
許
下
戸
折
納
税
絹
指
揮
節
文
に

雨
新
時
運
司
奏。

臨
訪
得
。
蘇
秀
雨
州
郷
村
。
自
前
例
種
水
田
。
不
栽
桑
柘
。
毎
年
人
戸
輸
納
夏
税
物
鳥
。
爵
無
所
産
。
多
被
行
販
之
人
。

預
於
起
納
日
前
。
先
住
出
'
産
慮
。
杭

・
湖
州
郷
荘
賎
個
識
撹
。
百
姓
合
納
税
物
崖
慣
貨
貰
。

と
あ
り
、
水
田
地
帯
の
蘇
州

・
秀
州
の
農
民
は
、
養
強
地
の
杭

・
湖
州
よ
り
商
人
が
持

っ
て
来
る
絹
鳥
を
買
っ
て
夏
税
の
納
入
を
横
ま
せ
て
い

- 1?ー

た
と
云
う
が
、
こ
の
夏
税
絹
の
代
償
も
一
般
に
は
秋
の
収
穫
米
が
嘗
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
商
人
は
杭
・
湖
州
の
養
輩
地

に
は
米
穀
を
商
販
し
、
米

・
絹
双
方
に
わ
た
っ
て
前
賀
い
す
る
こ
と
も
出
来
た
筈
で
あ
る
。
こ
れ
は
納
税
に
関
係
し
た
動
き
で
あ
る
が
、
日
常

消
費
に
必
要
な
絹
鳥
も
矢
張
り
同
様
な
方
法
で
入
手
さ
れ
て
い
た
ろ
う
。

そ
し
て
こ
う
し
た
闘
係
、
生
産
の
地
域
差
に
便
乗
し
た
商
人
の
活
動

は
各
地
に
み
ら
れ
た

こ
と
と
思
わ
れ
る
。
「
太
一
や
民
壁
面
。
桑
柘
牢
郊
原
」
(
銅山
一一
錨
)と
か
「
河
朔
山
東
。
養
誼
之
利
。
険
一
於
稼
稽
」

(
鰯
助
)
と

か
云
わ
れ
、
ま
た

「
綾
絹
州
」

と
も
稿
さ
れ
る
(諮

問

綜
)
河
北
地
方
内
部
に
も
慮
々
に
こ
う
し
た
闘
係
が
出
来
て

い
た
ろ
う
し
、
ま
た
絹
吊

に
止
ま
ら
ず
他
の
物
資
に
就
い
て
も
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

験
買
の
具
韓
例
は
以
上
ほ
ん
の
数
例
し
か
示
し
得
な
い
が
、
而
し
以
上
の
中
で
も
、
例
え
ば
躍
は
、
快
西
路
の
軍
糧
の
大
部
分
が
錦
粟
を
納

め
た
商
人
に
解
臨
紗
を
支
給
し
て
代
慣
に
充
て
る
と
云
う
方
法
で
調
達
さ
れ
て
い
る
闘
係
か
ら
し
て
、
盤
と
穀
物
と
の
密
接
な
結
び
付
き
の
生



じ
得
る
篠
件
が
あ
る
し
、
ま
た
絹
も
蘇
轍
の
蘇
黄
門
龍
川
略
志
望
露
快
西
鰭
一
銭
欲
以
内
誠
一
赫
紬
等
折
充
溜
司
の
一
節
に
、

議
者
言
。
険
西
奮
不
鋳
銭
。
而
内
蔵
庫
歳
以
紬
綿
賜
挟
西
漕
。
西
透
苦
申
示
。
得
之
易
答
。

と
あ
っ
て
、
挟
西
地
方
で
絹
・
称
、が
貰
れ
易
か
っ
た
こ
と
ゆ
え
週
ベ
、
ま
た
績
資
治
通
鑑
長
編
J

白
旭
元
符
二
年
(
一

O
九
九
)
閏
九
月
甲
成
傑
に

引
く
部
伯
温
の
「
題
買
炎
家
停
後
」
に
は
、
長
安
近
傍
の
州
郡
に
川
絹
(
一
疋
二
千
文
〉
河
北
山
東
絹
(
一
疋
二
千
三
二
百
文
)
が
出
廻
っ
て

い
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
、
宋
曾
要
・
職
官
五
五

・
進
納
官
・
大
観
四
年
(
一
一
一

O
〉
二
月
廿
七
日
傑
に
依
る
と
、

凡
草
商
臣
賞
。
乗
時
射
利
。
以
軽
貨
轄
易
三
路

(刺
岡
山
防
醐
)。
其
入
己
厚
。
復
伺
其
粒
米
狼
戻
。

則
低
債
以
深
蔵
慶
積
。
惟
倹
便
纏
之
急
。

則
高
債
以
中
官
。

と
あ
り
、
軽
貨
を
販
易
す
る
商
人
が
、
穀
債
の
低
落
期
を
狙
っ
て
買
い
占
め
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
述
ベ
て
い
る
。

物
と
し
て
取
ら
ざ
る
は
無
し
」
(
鮎
糊
園
田
)
と
云
う
が
、
特
に
軍
糧
の
需
要
の
多
い
沿
透
で
あ
れ
ば
尚
更
の
こ
と
、
穀
物
と
其
他
茶
盟

・
雑
貨
と

の
除
買
閥
係
が
出
来
上
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
貸
付
掛
貰
り
の
形
を
執

っ
た
穀
物
の
前
買
い
が
商
人
の
買
占
め
を
支
え
、
宗
耀

「
利
己
れ
に
錦
す
れ
ば

の
禁
止
の
効
果
を
薄
く
し
て
い
た
傑
件
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
慮
で
あ
ろ
う
。

尚
こ
う
し
て
商
人
・
農
夫
の
聞
に
勝
買
賦
係
が
普
及
し
て
い
っ
た
時
見
逃
せ
な
い
事
は
、
こ
れ
が
貨
幣
計
算
に
依

っ
て
精
算
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
先
ず
宋
史
容
三
陳
舜
命
俸
に
依
る
と

三一

青
苗
法
行
。
(
桝
)
上
疏
宙
劾
目
。
民
間
出
血
苧
財
物
取
息
重
止
一
倍
。
約
償
縛
一
銭
而
穀
粟
・
布
纏
・
魚
瞳
・
薪
穀
・
緩
姐
・
釜
錆
之
属
一
得
雑
取

-13-

之。

と
あ
り
、
民
間
の
貸
付
が
銭
額
計
算
に
依
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
停
え
て
い
る
。
政
穫
後
穀
物
が
商
人
の
買
い
叩
き
そ
受
け
て
甚
し
い

低
落
を
示
し
て
い
た
乙
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
中
で
時
債
計
算
に
依
っ
て
貸
借
の
決
慣
が
行
な
わ
れ
れ
ば
農
民
が
非
常
な
不
利
を
蒙

る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
宋
曾
要
の
次
の
記
事
は
こ
れ
を
窺
う
の
に
恰
好
の
も
の
で
あ
る
。
卸
ち
食
貨
五
八
・
賑
貸
・
乾

13 

道
三
年
(
一
二
ハ
七
〉
八
月
廿
五
日
僚
に
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臨
安
府
諸
一
勝
及
斯
西
州
軍
。
奮
し
釆
冬
春
之
間
民
戸
閥
食
。
(伽
)
富
有
之
家
放
米
人
。
立
約
毎
米
一
斗
震
一
銭
五
百
。
細
民
但
救
目
前
。
不
惜
倍

稿
之
息
。
及
至
秋
成
。
一
斗
不
過
百
二
三
十
。
則
率
用
米
四
斗
。
出
蝉
得
銭
五
百
。
以
償
去
年
斗
米
之
債
。

と
あ
り
、
春
先
き
に
借
り
た
一
斗
の
米
は
、
時
償
に
換
算
す
れ
ば
、
秋
に
は
四
斗
を
も
っ
て
返
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
停
え
て
い
る
。
勝
買

に
は
更
に
利
息
が
加
わ
る
し
(姉
糊
一
郡
一
)、

ま
た
李
元
弼
の
作
巴
自
飯
崎
牙
人
付
身
牌
約
束
に
「
不
得
高
措
置
慣
例
墜
異
物
貨
」
と
あ
り
、
同
一
一
勝

客
庖
戸
に
「
読
論
客
放
。
不
得
信
怨
牙
人
説
。
作
高
撞
償
銭
除
買
物
色
」
と
あ
る
よ
う
に
、
時
債
よ
り
も
割
高
で
取
引
さ
れ
る
習
慣
が
あ
っ

た

よ
う
で
あ
る
か
ら
、
農
民
の
不
利
は
一
一
暦
大
き
く
な
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。

青

ーH-
田

法

こ
う
し
て
北
宋
政
府
の
箪
糧
買
付
は
、
政
府
が
適
正
な
慣
格
で
こ
れ
を
行
な
お
う
と
し
て
も
、
政
府
側
に
財
源
の
制
約
が
あ
る
う
え
、
官
債

決
定
に
際
し
て
ギ
ル
ド
商
人
の
不
正
謀
略
が
行
わ
れ
、
政
府
の
需
要
を
見
越
し
た
商
人
の
買
占
め
、

そ
れ
も
前
貸
に
依
る
買
い
占
め
が
あ
っ

-14ー

て、

政
府
は
常
に
物
債
の
吊
上
げ
に
悩
ま
さ
れ
、
字
纏
の
禁
止
や
配
確
な
ど
で
は
殆
ん
と
こ
の
弊
害
を
除
く
こ
と
が
出
来
ず
、
従
っ
て
、
政
府

が
之
等
商
人
の
活
動
に
統
制
を
加
え
、
政
府
財
物
の
浪
費
を
防
ぎ
和
耀
運
営
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
更
に

一
歩
進
ん
だ
有
効
な
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
和
耀
問
題
の
解
決
策
と
し
て
の
意
義
を
大
き
く
摺
っ
て
登
場
し
た
も
の
が
他
な
ら
ぬ
青

苗
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
こ
れ
を
検
討
し
よ
う
。

先
ず
活
文
正
公
集

・
活
文
正
公
年
譜
補
選
に
よ
る
と
、
明
道
二
年
(
一

O
一
二
三
)
九
月
傑
に
江
准
安
撫
使
の
職
に
在
っ
た
活
仲
掩
の
事
蹟
を

記
し
て
又
鶴
間
得
。
諸
軍
州
自
来
和
躍
。
嘗
農
民
出
雑
。
被
行
人
抑
盤
慣
例
。
牧
耀
不
前
。
直
候
冬
深
斜
斗
己
入
商
賀
之
家
。
方
始
添
償
出
雑
。
是

以
大
国
虚
費
宮
銭
。
叉
不
満
得
農
民
。
奏
乞
許
農
民
作
保
。
申
乞
先
請
債
銭
。
限
一

月
内
入
納
。
克
被
経
販
人
隔
戴
農
民
。
不
得
抑
勤
令
請

領



と
あ
の
、
商
人
の
買
占
め
に
封
抗
し
て
、
穀
物
が
買
り
出
さ
れ
る
一
月
前
に
農
民
へ
穀
債
の
前
梯
い
を
し
た
と
あ
る
の
が
注
意
さ
れ
る
。
前
梯

い
を
始
め
た
理
由
は
前
牢
に
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

ζ

の
意
味
は
最
初
に
和
耀
の
弊
害
を
論
述
し
た
三
司
使
公
事
活
羅
の
奏
議
を
検
討
し
て
得

た
結
果
を
参
照
す
れ
ば
自
ら
明
瞭
で
あ
る。

郎
ち
最
初
農
民
が
穀
物
を
貰
り
出
す
時
は
行
人
に
慣
例
を
抑
座
さ
れ
て
い
る
の
で
H
政
府
の
買
付

債
格
が
、
商
人
が
故
意
に
安
く
見
積
っ
た
市
慣
に
依

っ
て
低
く
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
H
仲
々
買
付
が
進
ま
ず
、
そ
の
聞
に
商
人
に
買
い
占
め
ィ

ら
れ
て
仕
舞
い
、
結
局
政
府
は
冬
に
入

っ
て
商
人
の
高
い
米
を
買
わ
さ
れ
、
農
民
は
損
を
し
、
唯
商
人
だ
け
が
利
を
貧
っ
て
い
る
の
で
、
，穀
物

買
り
出
し
の
前
に
官
と
農
民
と
が
直
接
に
取
引
き
を
済
ま
し
、
そ
れ
に
依

っ
て
商
人
を
排
除
す
る
H
経
版
人
が
官
と
農
民
と
を
隔
載
す
る
の
を

克
れ
る
H
よ
う
に
し
た
と
云
う
の
で
あ
る
。
買
際
こ
う
す
れ
ば
、
商
人
が
政
府
と
「
増
債
字
纏
」
す
る
徐
地
も
狭
ば
ま
る
し
、
叉
農
民
も
預
め
遁

帥

嘗
な
代
債
を
得
て
お
れ
ば
、
負
債
を
精
算
す
る
持
不
嘗
に
穀
債
を
抑
え
ら
れ
て
損
を
す
る
心
配
も
な
く
な
り
、
確
か
に
こ
れ
は
宇
躍
の
禁
や
配

纏
な
ど
よ
り
も
一
段
と
合
理
的
な
買
付
方
法
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
先
ず
商
人
の
買
占
め
に
封
抗
す
る
関
係
か
ら
政
府
の
買
付
が
前
買
い
に
進

声

h
u

唱

E--

ん
で
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
ま
た
、
王
安
石
の
青
苗
法
と
殆
ん
ど
同
型
を
示
し
て
い
る
。
保
人
を
立
て
て
預
め
見
銭
を

受
け
取
り
牧
穫
後
穀
物
を
納
め
る
の
は
同
様
、
唯
異
な
る
の
は
見
銭
受
取
の
時
期
が
牧
穫
の
一
カ
月
前
と
云
う
貼
で
あ
る
。
青
苗
法
で
は
初
め

夏
料
は
正
月
秋
料
は
五
月
に
受
領
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
相
違
は
、
利
貸
・
商
品
の
掛
買
り
に
依
る
商
人
の
前
買
・
買
占
め
を
徹
底
し
て
封
じ

る
た
め
、
代
償
支
捕
の
時
期
が
早
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
正
月
・
五
月
と
云
う
時
期
も
、
夏
作
・
秋
作
そ
れ
ぞ
れ
の
出

来
具
合
を
判
定
出
来
る
最
も
早
い
時
期
と
云
う
篠
件
で
選
定
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

F

さ
A

」
は
著
名
な
映
西
路
の
青
苗
法
で
あ
る
。
宋
史
一
点
目
李
参
侍
九
長
編
世
皇
一
昭
五
年
・
一

O
五
三

・
四
月
庚
午
篠
〉
に
依
る
と
、

部
多
成
兵
多
、
苦
食
少
。
ハ
李
)
参
審
訂
其
闘
(
臨
一
期
目
問
)
。
令
民
白
隠
度
婆
一果
之
蔵
。
先
貸
以
銭
。
侯
穀
熟
還
之
官
。
暁
官一円
苗
法
。
経一数

年
。
康
有
羨
根
。
照
寧
車両
苗
法
査
蘭
一
於
此
失
。
朝
廷
患
遺
費
(
時
一誹
凱
)
盆
底
。
参
建
議
都
議
遺
郡
以
卒
佑
娘
。
植
龍
入
中
法
。
比
其
去
。

省
権
貨
銭
千
(
一
」
稲
作
)
高
計
。

と
あ
り
、
快
西
路
で
軍
糧
の
不
足
を
解
決
す
る
矯
め
穀
物
の
前
買
い
を
し
て
成
功
し
た
こ
と
が
-
記
さ
れ
て
い
る
。

前
買
い
の
狙
い
が
卒
佑
H
卒

15 
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準
値
格
で
買
付
け
る
こ
と
に
在
り
、
ま
た
そ
の
故
に
財
源
を
有
効
に
使
い
得
て
賀
付
額
を
増
や
し
、
軍
糧
不
足
を
解
決
出
来
た
も
の
で
あ
る
こ

と
は
文
面
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。
穀
債
の
支
梯
時
期
に
就
い
て
は
、
長
編
に
「
民
閥
乏
時
」
と
あ
り
、
ま
た
別
本
に
「
春
」
と
俸
え
て
い
る
が
、

と
の
時
期
が
同
時
に
作
物
の
盟
熟
度
を
判
定
出
来
た
時
期
で
も
あ
る
こ
と
は
、
右
の
記
事
に
「
令
民
白
隠
度
安
粟
之
旗
」
と
あ
る
廃
か
ら
知
ら

れ
よ
川
。
尚
こ
の
青
苗
法
は
天
聖
五
年
(
一

O
二
七
〉
十
月
辛
未
に
繋
け
て
(
国
高
時
)
「
龍
映
西
預
放
青
苗
償
銭
」
と
あ
る
庭
か
ら
既
に
早
く

よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
し
、
又
こ
の
李
参
以
後
紹
え
た
も
の
で
な
い
こ
と
も
、
照
寧
二
年
(
一

O
六
九
)
十
一
月
十
日
遁
英

閣
で
、
司
馬
光
が
「
臣
家
侠
西
。
有
自
郷
里
来
者
。
皆
言
。
去
歳
持
運
司
檀
散
青
苗
銭
興
氏
。
今
夏
婆
不
甚
熟
。
而
督
責
巌
急
」

と
述
べ
て
い

る
庭
か
ら
し
て
明
ら
か
で
あ
る
(宋
曾
要
)。
適
宜
貫
行
さ
れ
て
い
た
ζ

と
で
あ
ろ
う
。

F

食
貨
四
」

第
三
に
母
、
け
ら
れ
る
の
は
王
安
石
の
青
苗
法
の
施
行
直
前
に
行
な
わ
れ
た
京
東
路
の
例
で
あ
る
。
宋
史
品
恒
三
王
出
回
淵
俸
に

二
九

改
京
束
縛
運
使
。
(
桝
)
贋
淵
以
方
春
農
一
事
一
興
而
民
苦
乏
。
品
来
日
汗
之
家
得
以
乗
急
要
利
。
乞
留
本
道
銭
鳥
五
十
高
貸
之
貧
民
。
歳
可
獲
息
二
十

五
高
。
従
之
。
其
事
輿
青
苗
銭
合
。
安
石
始
以
矯
可
用
。
召
至
京
師
。
云
々
。

- 16一

と
あ
り
。
春
先
き
農
事
の
興
る
時
貧
民
に
貸
付
を
行
な

っ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宋
曾
要

・
食
貨
四
青
苗

・
照
寧
二
年
九
月
四
日

係
に
よ
る
と

「
先
是
蘇
轍
白
大
名
府
推
官
上
書
。
召
封
。
除
傑
例
司
検
詳
文
字
。
云
々
」
と
し
て
附
記
さ
れ
た

一
節
に
、

安
石
臼
此
逸
月
不
言
背
苗
。
曾
河
北
嶋
運
司
勾
首
公
事
王
鹿
股
召
議
事
。賢
厳
嘗
奏
乞
度
僧
牒
数
千
道
箆
本
銭
。行
峡
西
糟
司
私
行
青
苗
法
。

春
散
秋
徴
。
便
民
無
抑
配
。
輿
安
石
意
合
。
卸
請
而
施
之
河
北
。
而
青
苗
法
遂
行
於
四
方
。
云
々
。

と
あ
り
、

こ
れ
が
育
苗
法
施
行
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

こ
の
王
庚
淵
(
廉
)

の
法
は

恐
ら
く
は
宋
曾
要

・
食
貨
三
八
和

市

・
照
寧
三
年
正
月
廿
三
日
仲
間
に

ハ尚
U

御
史
程
頼
言
。
問
。
京
東
輔
運
司
。
去
歳
因
和
買
紬
絹
。
多
抱
数
日
於
人
戸
上
配
散
。

(
酔
)
叉
配
上
等
戸
俵
粟
豆
銭
。
詔
具
析
以
問
。
京
東

時
運
司
具
析
到
。
所
散
粟
一旦
銭
只
是
要
済
民
乏
。
粂
只
召
人
戸
情
願
。
卸
不
是
等
第
一
例
配
俵
。
詔
。
己
行
常
卒
倉
新
法
。
今
後
不
得
支
俵

粟
豆
銭
。
云
々
。



同

と
あ
り
弾
劾
を
受
け
て
い
る
粟
豆
銭
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
穀
物
の
前
買
い
で
あ
っ
た
こ
と
は
粟
豆
銭
と
云
う
名
穏
や
こ
れ
が
和
買
絹
と
同
時

に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
鹿
か
ら
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。
併
せ
て
ま
た
上
等
戸
に
配
俵
さ
れ
た
と
云
わ
れ
る
貼
も
注
意
さ
る
の
へ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
照
寧
の
青
苗
法
に
先
行
す
る
前
例
三
つ
を
翠
げ
て
検
討
し
た
が
、
乙
の
三
者
何
れ
も
財
政
上
穀
物
の
需
要
の
多
い
地
域
で
、
而
も
穀

物
の
前
買
い
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
貼
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
う
考
え
て
来
て
照
寧
の
青
苗
法
に
就
い
て
み
る
と
、
宋
曾
要
・
食
貨

-

e

四
青
苗
・
照
寧
二
年
九
月
四
日
僚
に
、

詔
。
常
卒
貨
恵
倉
等
見
銭
。
依
快
西
出
後
青
苗
銭
例
。
取
嘗
年
以
前
十
年
内
逐
色
餅
斗
一
年
豊
熟
時
最
低
質
直
慣
例
・
立
定
預
支
(
毎
斗
債

仲
)
。
召
人
戸
情
願
請
領
。

悼

と
あ
り
、
是
れ
よ
り
以
前
十
年
の
閣
の
穀
物
の
最
低
慣
格
を
取
っ
て
預
支
毎
斗
慣
例
を
定
め
る
と
云
う
な
ど
、
明
ら
か
に
卒
準
債
格
に
依
る
穀

物
前
買
い
と
云
う
線
が
色
濃
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
ぶ
こ
と
が
出
来
る
し
、
ま
た
宋
史
容
三
市
鎮
俸
と
依
れ
ば
、
活
鎮
と
呂
恵
卿
と

三
七

、，v

の
青
苗
法
論
争
を
俸
え
て
い
て
、

日
一
恵
卿
在
遡
英
言
。
今
預
買
絹
亦
青
苗
之
比
。
鎮
目
。
預
買
亦
倣
法
也
。
若
府
庫
有
徐
。
嘗
弁
去
之
。
宣
慮
援
以
矯
比
。

同

帥

と
あ
り
、
青
苗
法
の
立
案
者
と
さ
れ
る
呂
葱
卿
自
身
が
、
と
の
法
を
預
買
絹
に
封
比
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
青
苗
法
は
ま
た
預
買
穀
と

も
稽
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

「府
庫
に
徐
り
有
れ
ば
、
首
さ
に
弁
せ
て
之
れ
を
去
む
ベ
し
」
と
一宮
う
活
鎮
の
意
見
も
留
意
す
べ
き
貼

- 17-

で
あ
る
。

結

るb‘
再開

要
す
る
に
、
王
安
石
の
青
苗
法
が
北
宋
の
和
纏
政
策
の
産
展
の
上
で
と
ら
え
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
乙
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
政
府
の
軍

糧
買
付
け
が
常
に
商
人
の
買
占
め
と
債
格
吊
上
げ
に
搭
ぶ
ら
れ
不
本
意
な
財
物
の
浪
費
を
重
ね
、
そ
の
結
果
国
家
財
政
そ
れ
も
園
の
命
脈
に
係

わ
る
遺
防
財
政
運
営
の
安
定
性

・
計
萱
性
が
失
わ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
商
人
の
活
動
は
園
家
の
命
運
吃
賭
し
て
で
も
統
制
を
加
え
な
け

17 
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商
人
の
買
占
め
が
争
婚
の
禁

・
配
縫
な
ど
で
は
封
抗
出
来
な
い
前
貸
資
本
に
接

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
政
府

の
買
付
け
も
亦
勢
い
前
買
い
に
ま
で
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う
し
て
生
れ
た
の
が
青
苗
法
で
あ
ろ
う
。穀
物
の
前
買
い
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

郷
村
の
上
三
等
戸
に
重
貼
を
置
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
既
に
早
い
時
期
か
ら
地
方
的
に
行
な
わ
れ
て
い
た
前
買
い
が
特
に
照
寧
の
年
に
取
り

翠
げ
ら
れ
て
全
闘
的
な
施
行
を
み
た
の
は
、
矢
張
り
首
時
の
財
政
窮
乏
が
最
早
和
纏
の
浪
費
を
許
せ
ぬ
ほ
ど
に
極
ま

っ
て
い
た
ζ

と
に
よ
る
の

れ
ば
な
ら
ぬ
。

で
あ
ろ
う
。
和
線
が
初
め
か
ら
敵
覗
し
て
い
た
の
は
富
商
巨
費
の
謀
略
で
あ

っ
た
。
青
苗
法
の
狙
い
も
商
人
の
謀
略
を
抑
え
る
に
在

っ
た
。
だ

か
ら
こ
そ
資
本
を
擁
し
て
市
場
に
君
臨
す
る
都
市
の
商
人
に
謝
置
し
て
、
全
郷
村
戸
に
貸
付
け
を
行
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
超
鼎
臣
の
竹
隠
崎

士
集
一
一
一
定
州
州
皐
私
試
策
聞
に

富
商
巨
費
因
官
箆
市
。
綬
則
深
磁
而
不
管
。
急
則
倍
債
以
取
一
風
。
宿
貨
蓄
資
。
来
機
奔
走
。
馬
牛
之
負
四
出
近
郊
。
以
是
年
堕
而
穀
愈
貴
。

粟
修
而
農
盆
粍
。
婚
銭
使
燦
於
鯨
官
。
而
惑
利
不
蹄
於
南
畝
。

と
あ
り
、
財
政
の
運
営
に
便
乗
し
て
活
動
す
る
商
人
へ
の
封
策
を
問
う
て
い
る
が
、
青
苗
法
は
乙
れ
に
躍
え
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

。。
司
4

胃
頭
に
述
べ
た
緯
埼
と
三
司
候
例
司
と
の
一
ー粂
弁
之
家
」
論
字
、
上
三
等
戸
も
亦
時
に
窮
乏
し
て
粂
弁
之
家
の
放
債
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
と

云
う
粂
弁
之
家
は
、
右
に
述

へ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
都
市
の
豪
商
大
買
を
指
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

青
苗
本
銭
に
徐
剰
の
あ
る
際
、
青
苗
銭
の
支
俵
が
坊
郭
戸
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
は
、
王
安
石
の
言
葉
に
よ
れ
中

坊
郭
所
以
俵
銭
者
。
以
常
卒
本
多
。
農
田
所
須
己
足
而
有
徐
。
則
因
以
振
市
人
乏
紹
。
叉
以
慶
常
常
卒
儲
蓄
也
。
庚
常
卒
儲
蓄
。
所
以
俵
百

姓
之
凶
荒
u

と
あ
り
、
常
卒
倉
の
蓄
積
を
大
き
く
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
闘
の
矯
め
に
穀
物
を
集
め
て
納
入
す
る
者
で
あ
れ
ば
坊
郭
戸
と

同

雄
も
歓
迎
さ
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

青
苗
法
は
富
商
の
穀
物
市
場
支
配
を
抑
え
、
適
正
な
債
格
で
国
家
が
必
要
と
す
る
だ
け
の
穀
物
を
買
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
透
防
財
政
に

安
定
性
と
計
費
性
を
持
た
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
王
安
石
の
唱
え
る
「
理
財
之
策
」
の

一
翼
を
措
う
に
相
躍
U
い
も
の
で



あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
青
苗
法
も
常
一
今
新
法
と
呼
ば
れ
る
以
上
、
就
賠
責
纏

・
就
貴
賎
躍
に
依
る
穀
債
の
常
卒
を
運
営
の
根
幹
と
し
た

も
ーの
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
常
卒
法
は
単
に
穀
債
の
卒
準
を
保
つ
と
一
玄
う
こ
と
を
越
え
て
、
常
卒
の
矯
め
の
買
付
そ
の
も
の
が
既
に
財
政
需
要

充
足
の
役
割
を
大
き
く
果
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
永
築
大
典
明
世
五
倉

・
常
一
件
倉
こ
に
は
中
書
備
制
却
を
引
い
て
青
苗
法
の
照
寧
九
年
度
曾

計
・
十
年
度
琢
算
を
停
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
照
寧
九
年
度
末
の
河
北
東
西
路
の
常
卒
倉
尻
在
額
は
、
制
斗
は
四

O
九
六

O
一
七
石
、

草
は
三

O
八
二
ハ

一二
東
と
な
っ
て
い
る
。
嘉
一
岡
元
年
(
一

O
五
六
)
嘗
時
の
並
透
十

一
州
軍
の
歳
計
粟
百
八
十
高
石

・
豆
六
十
五
高
石

・
匁

同

三
百
七
十
高
圏
の
数
字
何
皇
撤
回
年
(
一

O
五
二
〉
首
時
の
「
毎
年
河
北
便
擢
一
世
餅
三
四
百
高
斜
」
を
上
廻
る
額
で
あ
る
。
郎
延
路
に
就
い

同

て
見
て
も
三
八
四
O
九
五
石
の
見
在
額
は
元
豊
二
年
(
一

O
七
九
)
首
時
の
「
歳
計
軍
食
二
十
七
蔦
徐
石
」
を
逢
か
に
超
え
て
い
る
。

「
常
卒

新
法
は
本
よ
り
透
耀
を
儲
惜
し
て
緩
急
を
待
つ
所
以
也
」
と
云
っ
た
王
安
石
の
言
葉
や
一
般
編
民
賑
済
の
た
め
に
常
卒
倉
所
管
銭
穀
の
半
額
を
保

ー

帥

留
し
て
お
く
存
留
一
宇
の
制
度
が
漸
く
照
寧
七
年
に
至
っ

て
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
ま
た
一
珊
宗
浪
後
青
苗
法
の
改
制
が
論
議
さ
れ
た
中
で

長
編
省
三
元
結
元
年
(
一

O
八
六
)
十

一
周
辛
巴
篠
に

九
三

臣
僚
上
言
。
朝
廷
罷
俵
青
苗
銭
。
令
諸
路
提
刑
司
。
委
盟
熟
州
鯨
康
行
枚
耀
。

計
。
止
終
常
卒
斜
到
免
摺
。
失
朝
廷
養
民
之
恩
。
云
々
a

意
欲
常
有
儲
番
。

而
戸
部
乃
請
。

令
輔
運
司
更
不
牧
耀
年

-19ー

と
あ
る
よ
う
な
、
碍
運
司
の
耀
買
を
罷
め
軍
糧
の
買
付

一
切
を
常
卒
倉
に
委
ね
よ
う
と
云
う
意
見
が
戸
部
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
併

せ
て
注
意
さ
れ
る
事
柄
で
あ
る
。
常
卒
新
法
に
よ
っ
て
融
通
救
済
を
受
け
た
の
は
、

一
般
編
民
で
は
な
く
財
政
官
臓
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

そ
し
て
青
苗
法
に
依
る
耀
買
が
時
運
司
で
は
な
く
常
卒
司
に
委
管
さ
れ
た
の
は
、
纏
買
を
別
曾
計
に
す
る
「乙
と
に
依
っ
て
、
買
付
資
金
の
流
用

や
資
金
調
達
の
遅
延
を
克
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

)
 
1
 
(
 

註

本
稿
の
作
成
に
参
照
し
た
研
究
は
、
佐
伯
数
授
「
王
安
石
」
(
富
山
田
m
刊
)

及
び
今
堀
数
授
「
宋
代
常
卒
倉
研
究
」

(
史
謬
雑
誌
'五
六
編
一

0
・
一
一

(2) 

腕
)
で
あ
る
。

以
下
に
摩
げ
た
資
料
で
特
に
乙
と
わ
り
の
な
い
も
の
は
斡
貌
公
集
谷

一
七

家
停
に
錬
る
も
の
で
あ
る
。
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(3) 

長
編
谷
二
五
五
照
準
七
年
八
月
奏
未
僚
に
依
る
と
、
呂
磁
卿
の
「
常
卒
銭

殺
。
並
於
民
闘
乏
時
月
。
作
一
料
給
散
。
陸
田
多
成
以
二
月
。
水
田
多
氏

以
三
月
局
限
。
随
秋
税
起
催
。
限
年
終
納
足
」
と
い
う
意
見
に
従
っ
て
一

料
給
散
に
改
め
ら
れ
て
い

る。

正
月

・
五
月
の
夏
秋
二
料
給
散
に

は
い
ろ

い
ろ
批
判
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
知
背
州
欧
防
備
は

「
若
夏
科

銭
。
於
春
巾
俵
徴
。
猶
是
背
貨
不
相
接
之
時
。
雌
不
一戸戸
闘
乏
。
然
其
間

容
有
不
隣
者
。
以
情
岬
惑
政
内
問
有
可
説
。
若
秋
科
銭
。
於
五
月
俵
散
。
強
姿

成
熟
人
戸
不
乏
之
時
。
何
名
酬
明
倒
。
直
定
放
償
取
利
割
問
」
と
述

べ
て
い

る

(
長
編
谷
一
一
一
一
照
寧
三
年
五
月
庚
成
篠
)
。
乙
の
批
剣
は
唐
末
の
詩
人
商

夷
中
が
コ
一
月
賀
新
称
。
五
月
四
糊
秋
殺
L

と
歌
っ
て
、
二
月
・
五
月
に
既

に
絹

・
殺
を
前
賢
り
し
て

い
る
山
田
民
を
哀
れ
ん
で
い
る
の
を
見
れ
ば
必
ず

し
も
常
を
得
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
或
は
こ
う
し
た
批
判
も
考
慮

し
て
改
め
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

今
痢
数
授
前
掲
論
文
一

O
腕
五
ニ
頁
K
指
摘
さ
れ
た
成
で
あ
る
。
A

問
宋
曾

南
京
食
貨
六
八
賑
貸
の
項
参
照
。

例
え
ば
長
編
谷
六
一

景
徳
二
年
九
月
甲
貨
係

・
同
省
八
六
大
中
群
符
九
年

四
月
辛
丑
係

・
岡
谷
八
八
同
九
年
九
月
叩
辰
僚
な
ど
参
照
。

乙
の
客
一戸
は
佃
一戸
で
は
あ
る
ま
い
。
拙
稿
「
宋
代
の
一
戸
口
統
計
上
の
所
謂

客
一
戸
に
つ
い
て
」
(
史
淵
七
九
輯
)
の
見
解
に
従
っ
て
い
る
。

長
編
谷
二
一
四
照
寧
三
年
八
月
民
間
酉
傑
参
照
。

こ
の
他
長
編
谷
一
八
四
嘉
一
腕
元
年
(
一

O
五
六
)
十
月
丁
卯
僚
に
「
醇
向

建
議
。
並
透
十
一
州
軍
歳
計
。
粟
百
八
十
高
石
。
篤
銭
百
六
十
荷
縄
。
豆

六
十
五
磁
石
。
郷
三
百
七
十
夜
図
。
並
進
租
賦
歳
可
得
粟
豆
佃倒五
十
街
。

其
徐
皆
商
人
入
中
」
と
見
え
て
い
る
。

祖
国
文
正
司
馬
公
文
集
谷
五
四
乞
経
時
枚
組
常
卒
斜
興
街
子
(
長
編
品恒
三

(4) (5) (6) (8) (7) (9) 

。。
四
八
元
瀦
元
年
八
月
丁
亥
係
)
に
「
叉
有
官
吏
不
能
察
知
在
市
斜
到
質

領
。
只
信
滋
行
人
。
輿
蓄
積
之
家
通
周
作
弊
。
砂
削
枚
成
之
初
段
夫
要
銭
急

梅
之
時
。
故
意
小
佑
慣
例
。
令
官
中
枚
綴
不
得
。
護
人
蓄
積
之
家
。
直
至

過
時
。
出品前副制之
家
倉
時
脱
却
批判
。
方
始
頓
添
僚
例
。
中
綿
入
官。

是
以
後
夫

蜘
殺
止
得
賎
償
。
宮
中
間相
殺
常
用
賞
償
。
厚
利
皆
飾
帯
積
之
官か」

と
あ
る
。

乙
の
貼
は
例
え
ば
「
寓
商
大
費
時
期
鍛
者
或
有
之
。
彼
州民
夫
之
宮
者
。
不
過

占
田
精
庇

・
積
般
消
多

・
室
屋
修
完

・
耕
中
不
仮
而
己
」
と
い
っ
た
如
き

意
見
が
、
長
編
谷
二
四
七
照
寧
六
年
九
月
壬
寅
係
、
岡
山
世
二
五
二
同
七
年

四
月
乙
酉
際
、
同
省
三
六
五
元
疏
元
年
二
月
乙
丑
篠
な
ど
屡
々
現
ら
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
富
山
震
に
は
貿
附
資
金
が
依
け
て
い
る
ζ

と
か
ら
も
察
知

さ
れ
る
彪
で
あ
る
。

長
編
袋
一
三
八
鹿
謄
二
年
(
一

O
四
二
)
十
一
月
辛
卯
隊
参
照
。

本
文
に
貌
げ
た
資
料
の
外
に
は
、
長
編
谷
一

O
一
天
聖
元
年
間
九
月
壬
子

線
、
岡
山
世
一

七
四
皐-
一
路
五
年
六
月
壬
辰
係
参
照
。

間
際
の
記
述
は
mm
轍
築
城
儲
用
品
恒
三
五
制
霞
三
司
係
例
司
論
事
状
に
も
み
え

る
。
除
に
就
い
て
は
加
藤
陣
士
「
宋
代
の
商
慣
習
除
に
就
い
て
」
(
支
那

経
済
史
考
鐙
下
谷
)
参
照
。

車
円
酋
法
も
銭
額
計
算
に
よ
っ
て
い
る
た
め
、
乙
れ
と
同
様
の
現
象
が
起
き

て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
温
闘
文
正
司
馬
光
文
集
谷
四
四
突
然
乞
不
将
米
折

青
苗
銭
伐
に
は
こ
れ
を
詳
論
し
て
、
「
今
以
一
斗
陳
米
散
輿
飢
民
。
却
令

納
小
委

一
斗
八
升
七
ム
ロ
五
勺
。
或
納
粟
三
斗
。
所
取
利
約
近
一
倍
。
向
去

物
領
縛
賞
。
則
取
利
純
多
」
と
い
う
欣
態
で
あ
る
の
で
、
現
物
計
算
に
改

め
、
二
分
の
利
息
を
併
せ
て
、
一
斗
の
支
俵
に
は
一
斗
ニ
升
の
穀
物
を
納

め
さ
せ
る
よ
う
に
と
提
案
し
て
い

る
。

長
編
谷
四

O
O
一
苅
祐
二
年
五
月
乙
卯
肱
慨
に
引
か
れ
る
呂
感
卿
が
河
東
路
の

-20一
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白骨

和
殺
を
論
じ
た
奏
議
の
一
節
に
「
雄
佑
償
頗
賎
。
而
民
於
登
稔
之
際
先
期

得
銭
。
宋
以
骨
周
病
』
と
あ
る
の
も
、
前
沸
い
の
利
貼
を
指
摘
し
た
も
の
と

は
解
き
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

政
府
の
箪
粗
貿
附
け
の
中
、
特
に
柾
費
の
甚
だ
し
か
っ
た
の
は
沿
迭
の
入

中
法
で
あ
る
。
こ
の
事
を
指
摘
し
た
記
事
は
頗
る
多
い
が
、

二
、
三
例
を

掌
げ
る
と
、
長
編
倉
一
一
八
景
祐
三
年
(
一

O
三
五
)
三
月
僚
に

且
以
天
聖
九
年
至
景
祐
二
年
較
之
。
五
年
之
問
。
河
北
線
透
十
六
州
軍

入
中
。
成
費
絹
銭
五
百
六
十
八
背
向
。

と
あ
り
、
同
容
一
七

O
皇
祐
四
年
(
一

O
五
二
)
二
月
己
亥
に

(
河
北
)
匁
粟
之
入
。
大
約
虚
佑
居
十
之
八
。
米
斗
七
百
。
甘
官
者
千
銭

と
あ
り
、
同
容
一
八
一
至
和
二
年
(
一

O
五
五
)
十
一
月
己
未
に
、

務
向
言
河
北
線
法
之
弊
。
以
骨
刷
。
被
透
十
四
州
悉
仰
食
度
支
。
歳
費
銭

五
百
荷
縮
。
得
米
粟
百
六
十
商
斜
。
其
質
才
直
二
百
高
綱
爾
。
而
歳
常

虚
費
三
百
荷
縄
入
於
商
賀

・
蓄
販
之
家
。

と
あ
る
。
こ
う
し
た
弊
害
を
慈
き
起
す
の
は
、

一
つ
に
は
、
欧
陽
文
忠
公

文
集
倉

一
七
一
河
北
奉
仕
奏
草
上
乞
展
便
紹
斜
到
限
の

一
節
に
、

今
年
方
遇
豊
熟
。
正
是
好
行
入
便
之
持
。
債
例
比
去
年
大
医
低
減
。
粂

毎
年
客
人
雌
有
斜
斗
不
肯
便
行
入
中
。
須
待
鰻
探
年
歳
塑
像
。
及
伺
候

宮
中
慣
例
高
低
。
常
至
三
四
月
間
。
方
始
猛
来
入
中
。

と
あ
る
よ
う
な
商
買
の
謀
略
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
ζ

で
ζ

の
弊

害
を
避
け
若
し
く
は
緩
和
す
る
に
は
、
宋
合
同
要
食
貨
三
九
市
雑
糧
草
・
天

翌
五
年
(
一

O
二
七
)
十
月
傑
の

三
司
言
。
険
西
十
一
州
軍
本
廃
官
員
使
臣
等
。
将
校
線
・
博
紹

・
便
殺

納
到
線
草
変
合
鍵
数
。
乞
行
酬
賞
。
省
司
勘
曾
。
其
政
線
・
博
纏
殺
草

数
少
。
便
組
数
多
。
詳
酌
。
差
是
監
帽
相
官
員

・
使
臣
不
切
用
心
越
時
放

樽
。
致
過
時
却
就
貴
債
入
便
。

長
編
省
」一
八
八
嘉
祐
三
年
(
一
O
五
人
)
九
月
辛
未
練
の

始
用
醇
向
議
。
罷
並
遜
入
中
粟
。
自
京
畿
銭
鳥
至
河
北
。
専
以
見
銭
和

閣
制
。
云
々

と
い
う
記
事
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
穀
物
の
出
廻
り
期
に
逃
き
ず
現
地
農

民
一
の
穀
物
を
買
い
込

b
乙
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
事
賞
ζ

の
方
法

は
効
果
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
入
中
法
を
と
っ
て
い
る

場
合
で
も
、
例
え
ば
長
編
谷
六

O
景
徳
二
年
(
一

O
O
五
)
五
月
壬
子
係

7
」
、

其
輪
逸
粟
者
非
窪
行
商
。
率
其
土
人
。
既
得
交
引
。
特
詣
街
要
州
府
寝

之
。
市
得
者
寡
至
京
師
。

と
あ
り
、
同
省
一

O
O
天
聖
元
年
(
一
O
二
三
)
正
月
w
慨
に

市
入
中
者
非
窪
行
商
。
多
其
土
人
。
紙
不
知
茶
利
厚
薄
。

且
急
於
倭

銭
。
得
券
則
縛
務
於
茶
商
。

と
あ
る
よ
う
に
入
納
さ
れ
る
穀
物
は
多
く
は
現
地
の
も
の
で
あ
る
し
、
ま

た
宋
史
容
三
四

O
呂
大
忠
停
に

時
郡
(
秦
州
)
纏
民
粟
。
豪
家
因
之
制
操
縦
之
柄
。
大
忠
選
僚
索
。
自

旦
入
倉
。
雄
升
斗
亦
受
。
不
使
有
所
墾
関
。
民
審
宇
巡
粟
子
倉
。
負
銭

而
去
。
得
百
徐
背
骨
斜
。
(
係
元
蹴
年
間
之
事
)

と
あ
る
よ
う
に
、
農
民
の
零
細
な
穀
物
を
買
い
集
め
て
成
功
し
て
い
る
質

例
も
み
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ζ

う
し
た
貿
附
け
が
行
な
わ
れ

る
た
め
に
は
右
の
諸
資
料

κ明
白
な
よ
う
に
、
政
府
側
に
豊
富
な
現
銭
が

必
要
で
あ
り
、
終
始
銭
不
足
に
悩
む
宋
朝
に
は
賞
施
困
難
な
と
と
で
あ
っ

た
。
青
苗
法
が
行
な
わ
れ
る
と
、
幽
直
宮
な
欄
脚
本
が
特
別
曾
討
で
常
卒
倉
に

委
管
き
れ
、
客
一戸
か
ら
一
等
一
戸
ま
で
の
幾
民
の
穀
物
が
買
い
込
ま
れ
る
よ

-21-
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(18) 0司

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
青
苗
法
は
こ
う
し
た
鮎
で
も
意
義
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

蘇
黄
門
施
川
耐
町
志
第
三
奥
王
介
甫
論
青
苗
温
法
総
銭
利
害
、
参
照
。

斡
貌
公
然
谷
一
七
家
仰
照
寧
三
年
の
上
疏
に
も
「
此
乃
仰
巡
司。

図
箪
儲

有
腕
。
遇
自
各
渉
春
雨
雲
及
時
。
市
皆
苗
滋
峰
。
決
見
成
熟
。
行
於
一
時
。

則
可
也
」
と
述
べ

て
い

る
。

ζ

の
記
事
は
註
げ
に
も
あ
り
梢
詳
し
い
。
河
北
側
巡
司
勾
滋
公
事
玉
耐
岡
市山

と
京
東
側
巡
使
王
政
淵
と
は
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
何
叉
長
編
谷

一
一一

照
寧
三
年
五
月
了
巳
の
京
東
抽
出
司
王
瞭
淵
が
河
東
路
へ

改
め
ら
れ
た
事
を

侍
え
た
陥
聞
に
は
「
瞭
淵
尽
京
東
潮
。
在
二
年
十
二
月
八
日
」
と
註
記
し
て

い
る
が
、
こ
れ
と
宋
史

・
曾
要

・
龍
川
略
志
と
の
異
同
の
解
明
は
後
考
に

ま
ち
た
い
。

ζ

れ
と
同
様
の
記
事
は
宋
倉
市
宮
食
貨
三
七
市
易
及
び
同
六
四
匹
鳥
雑
録
に

も
出
て
い
る
。

拍
押
貌
公
柴
谷
一
七
家
仰
・

間
山
寧
三
年
の
上
疏
に
よ
る
補
正
。

永
州
知
大
奥
山
骨
七
五

O
七
倉
・
常
卒
倉
所
引
の
曾
教
元
盟
類
藁

・
奏
論
常
卒

三
等
焔
抑
制
斜
到
不
便
欣
に
よ
る
と
、

神
同
州
検
曾
。
昨
准
本
路
提
刑
司
牒
。
准
司
農
寺
牒
。
准
照
寧
元
年
六
月

九
日
申
書
笥
子
節
文
。
委
L

進
路
提
刑
司
。
下
州
軍
監
豚
。
各
令
供
析
十

五
年
以
来
斜
到
領
。
分
矯
卒
及
貴
賎
三
等
。
開
坐
間
奏
。

と
あ
り
、
全
閥
的
に
般
債
の
調
査
を
命
じ
て
い

る
。
青
苗
法
質
施
の
準
備

で
あ
ろ
う
か
。

註
ロ
参
照。

預
貿
絹
に
闘
す
る
資
料
は
諮
彪
に
見
え
て
い
る
が
、
今
長
編
谷
四
四
成
卒

二
年
五
月
丁
酉
僚
に
引
く
貫
録

・
大
中
鮮
符
三
年
閏
二
月
己
未
の
記
事
を

09) 白骨同信1)t24) (23) 

み
る
と
、

河
北
関
連
使
李
士
衡
一
言
。
本
路
歳
給
諸
軍
鳥
七
十
寓
。

民
間
翠
有
絹

銭
。
常
預
依
子
豪
民
出
倍
稿
之
息
。
及
期
則
輪
賦
之
外
先
償
遁
負
。
以

是
工
機
之
利
愈
部
u

務
令
官
司
預
給
自巾
銭
。
伴
及
時
輪
途
。
則
民
獲
利

而
宮
亦
足
用
。
従
之
。

と
あ
る
。
豪
家
の
利
貸
に
機
戸
が
苦
し
め
ら
れ
て
い

た
ζ

と
が
鳥
銭
預
給

の
係
件
に
な
っ

て
は
い

る
が
、
預
給
に
乗
り
出
し
た
目
的
は
、

軍
鳥
七
十

蕗
疋
の
調
達
で
あ
る
。
青
苗
法
と
の
融
似
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

ω
r宋
曾
要
食
貨
青
苗

・
照
寧
二
月
一
日
係
。

側
童
貫
の
均
郊
で
は
坊
郭
戸
に
も
穀
物
の
買
附
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
。
宋
曾

要

・
食
貨
七
O
均
抑
制
維
鍛

・
政
和
二

年

(
一
一
一
一
一
)
七
月
二
十
八
日
の

詔
勅
に(上
略
)
坊
郭
第
六
等
一
以
下
・
郷
村
第
五
等
下
以
免
均
。

(中
略
)
今

来
均
抑
制
。
並
依
背
苗
法
。
先
期
支
銭
。
候
至
合
途
納
時
月
。
若
判
明
豊
凶

質
成
不
問
。
以
有
徐
不
足
通
討
。
云
々

と
あ
る
。

坊
郭
戸
の
青
苗
銭
も
矢
張
り
諮
銭
納
殺
の
原
則
は
守
ら
れ
て
い

た
ろ
う
。

穀
物
の
蓄
積
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
青
箇
法
の
狙
い
で
あ
る
か

pり
。

nL
 

内

L

倒倒的

註

8
長
編
記
事
参
照
。

長
編
谷
一
七
二

皇
祐
四
年
三
月
丁
朱
傑
包
怒
奏
参
照
。

長
編
谷
三

O
O
元
豊
二
年
九
月
己
丑
w
慨
に
「
詔
以
永
興
路
常
卒
倉
殺
十
九

高
石
給
郎
延
路
九
柏
村
守
禦
之
用
。

徐
令
縛
運
司
以
漸
計
置
。

以
郎
延
路

言。

歳
計
箪
食
二
十
七
部
徐
石
。
而
常
卒
無
徐
放
也
」
と
あ
る
。

長
編
谷
二
五
六
照
寧
七
年
九
月
壬
子
傑
及
び
辛
酉
係
参
照
。

(置。



On the Origin of the ａz‘加ｇ-ｉｎｉａｏ一泡青苗法

　　　　　　　

ＹａＳＭｓfiiKｕｓａｎｏ

　　　

Since the merchants practiced the cornering of cereals, boosted the

prices and sold at high prices to the government, the northern Sung

dynasty faced a difficult financial problem to supply its army with

provisions. Consequently, the government attempted to　control　the

merchants firstby means of prohibiting commercial transactions during

the

　

period of government purchasing and buying from the farmers.

This policy proved a failure because of the merchants' advance purchase

in the form of loans to the producers. Theｃｈ^inｓ-ｍｉａｏ-fa　ｓystem,

which was ｎ０less than government advance buying, was brought into

practice to cure this difficulty･

A Sidelight on Islamic Financiers, especially the Jahbadh

　　　　　　　　　　　　　　

S如節Ｏｋａｚａki

　　　

The author tries to make clear the nature of the ｉａｈｂａｄｈ　ｓｙｓtem,

which has been little explored because of its complicated character.

The term ｉａｈｂａｄｈ１ｓａ derivative from the Persian ｋｉｈｂａｄ,　ａnd seems

to have appeared about the tenth century.　　The ｊａｈｂａｄｈwas ａ kind

of licensed financial agent whose business was to collect tａχes, remit

government funds, loan to the caliphate, etc. and in return he was

granted some privileges.　　This syctem came into ｅχistence as ａ result

of confused local currency　and different purities of　precious metals,

developing into ａ politico-financial organization with the progress of

the deterioration of the financial system.

The Ｍｅｎ-fa捻子and the Men Rebellion捻軍

　　　　　　　　　　

ＳiｎjiＯｎｏ

　　

The Nien-tzu organization, which was the core of the Nien-tzu Re-

bellion (1853-68), was not ａ simple secret society affiliated with the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－1－


